
製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

プログラム バーナ コントローラ ＬＧＩ １６

適用範囲

燃焼安全規格

火炎検出機能による特長

●２４時間以上の連続燃焼システムのバーナコントロールシステムです。
●ウルトラバイオレット式火炎検出器の自己放電を常時セルフチェック機能で確実に発見し、ロックアウトします。
●火炎検出回路自身のの自己点検も実施しますのでフレームロッドを使用した連続燃焼にも対応できます。
●フレーム・ロッドとＵＶ（ウルトラ・バイオレット）式フレーム検出器、接続端子の切換でいずれも使用できます。
●イグニツションのスパークを検出してもサイクリングは起りません。

バーナ制御における特長

・工業用として独自のプログラムに対応できるようにブロア・ファン信号、空気圧監視入力、ダンパモータ制御
信号入出力は設定されていません。

・パージ完了信号と同時にリレーが起動して、極めて効率よく着火シーケンスを進め、燃焼の監視を行います。
・万一の燃焼中の途中消炎にロックアウト又は再起動（Repetition）の選択をリレーベースへの配線で選択が
可能です。

・燃料弁の開閉に使用する接点はポスト・パージ中に万一の溶着に対してカムの力で分離されます。
・内蔵してあるヒューズにより接点のオーバロードを防止します。
・接点送りで制御パネル前面よりリセットが可能です。さらに、ロック・アウト時には警報がロック・アウトと
同時に出ます。

・運転中リセット・ボタンを押すことにより非常停止させることができます。

適用範囲・特長

バーナコントロールリレー

ＳＬ００６２５０８－１／１２

欧州統一規格ＥＮ２９８、その他ＣＥ承認品

ＬＧＩ１６ （工業用 ガス・油用セルフチェック機能付 ・中・大出力）

ＬＧＩ １６ はＵＶ式又はフレームロッド式の火炎監視方式を
使用する工業用の中出力から高出力のガス又は油及び
切換専焼の燃焼装置における燃焼安全装置として使用。
２４時間以上の連続燃焼の計装にも対応したセルフチェック機能を
持った制御装置。
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製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

セルフチェック機能について

自己点検回路

バーナコントロールリレー

従来のフレームアンプ回路と比較して、火炎検出器からの火炎信号に対し、回路動作を能動的にしています。
正常な火炎検出信号は約２～３Ｈｚの制御パルス信号に変換され、連続信号としてフレームリレー回路に供給
されます。
フレームリレーはこのパルス信号が加えられている間だけ励磁される様になっています。
万一、検出器の故障やコントローラの不良、リード線の断線などにより、制御パルスの間隔が規定値より
長くなったり、停止したりした場合、フレームリレーは非励磁となり、バーナコントローラはロックアウト又は
停止し、安全を確保します。

ＵＶ式火炎検出器においてはＵＶ管の自己放電に対する安全確保が必要ですが、火炎信号による判断は
出来ません。
この為、ＬＧＫ１６ではシャッタを１秒間に約２～３回入射光を強制的に遮り、一定間隔の暗信号を得ることに
より、自己放電の有無を確認します。
又、シャッタが開放されている間に紫外線を測定し、紫外線の入光量によりシャッタの開閉周期を変化
させます。
入光量が少ないとシャッタが開いている時間が長くなり、ＵＶ管からアンプ回路へ充分なエネルギを入れる
事が出来ますが、しかしながら規定された制御パルス間隔以上の時間が経過するような入光量まで低下
するとフレームリレ－は非励磁になります。
更に、この火炎信号回路はプレ・パージ中に自己点検を行います。
万一、正しく作動しない場合には直ちにロックアウトとなります。

その上に、電源電圧が規定値以下に下がった場合、バーナの動作を停止させる低電圧保証回路も組み込ま
れています。電源電圧が正常に復帰すると直ちにバーナは軌道します。
しかしながら、火炎信号が微弱な場合、電源電圧の変動によりバーナがロックアウトする場合もあります。

セルフチェックによるトラブルの確認

セルフチェック機能により下記の故障が発生した時に異常信号として確認できます。

・燃焼中の消炎
・ＵＶ管の劣化による火炎不感知
・自己放電

・シャッタモータのトラブルによるシャッタの不作動
・シャッタ駆動部（ベアリング等）の汚れなどによるシャッタの不作動又は動作不良（シャッタ動作間隔不良）
・フレームアンプやパルス制御用回路の故障
・フレームリレーコイルの断線
・電子部品の故障による回路常数変化による異常動作

ＬＧＩ１６ （工業用 ガス・油用セルフチェック機能付 ・中・大出力）

ＳＬ００６２５０８－２／１２ 2009.03.11



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

サービスおよび運転上の特長

・コントローラ前面にシーケンス・インジケータ一が装備されていますので，運転位置やロックアウト位置が
わかります。
・ロック・アウトが起った位置で，インジケータが停止しロック・アウトの原因を示しますのでサービスが
簡単です。

計装および装備上の特長

・軽量小型コンパクトですから制御パネルのコストダウンができます。

・あらゆる燃焼装置の制御が可能ですから機種の統合ができます。

構造

ＬＧＩ１６はプラグ・イン式になっており、次の機構部品により構成されています。
▼プログラミンク用大形シンクロナスモ一夕
▼プログラミンリ用カム・シャフトおよびステップ・スイッチ
▼フログラム・インジケータおよび口ック・アウト表示ランプ
▼ロック・アウト・リセット・スイッチおよび外部リセット端子
▼フレーム・アンプ
▼フレーム・リレー
▼起動リレー
▼ロック・アウト・リレー
▼ヒューズおよび予備ヒューズ
▼ベース・プレート

特長・構造・電流測定

バーナコントロールリレー

フレーム電流測定回路

Ａ 火炎よりの光線
Ｍ マイクロ電流計 １００ μＡ

Ｃ コンデンサ ４７０μＦ ２５Ｖ

Ｍ マイクロ電流計 １００ μＡ

ＦＥ フレームロッド

ＬＧＩ

ＬＧＩ

ＱＲＡ５

ＬＧＩ１６ （工業用 ガス・油用セルフチェック機能付 ・中・大出力）

ＳＬ００６２５０８－３／１２ 2009.03.11



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

１．内部の回路又は機構部には手をふれないでください。
２．バーナ運転前には必ず以下の点を確認してください。
①電源の相が正しくコントローラに結線されている事。
②フレーム検出器とコントローラとのプラス・マイナスが正しく結線されている事。
③制御盤内の配線が正しく結線されている事。

３．バーナコントローラに使用されているリレーは総て相互に自己点検する様に配置されています。
計装に際しては以下の点に注意してください。
①パイロット弁、主弁は直接バーナ・コントローラの端子に接続する事。補助リレーの使用は
さけてください。

②使用するパイロット弁、主弁の電気的定格がバーナ・コントローラの接点定格内である事。
③使用する補助リレーは信頼性が高い製品を使用する事。

４．イグニッション・ケーブルは単独配線とし、他の配線とは可能な限りはなして下さい。
５．ガス・バーナ点検時には必ず元コックをしめる事。
６．接地電流によリバーナ・コントローラの出力の有無を問わず弁が動作する事がありますから
配線方式には特に注意し、必要な措置を実施してください。

７．ロック・アウト状態になりますと、コントローラ前面にある警告灯が点灯します。ロック・アウトを解除
するリセット釦を押す前に必ずロック・アウトの原因を確認し、修正後にリセットしてください。

８．ロックアウ釦は１０秒以上押さないで下さい。コイルが焼損します。

バーナ・コントローラ使用についての注意事項

取扱注意事項

バーナコントロールリレー

ＬＧＩ１６ （工業用 ガス・油用セルフチェック機能付 ・中・大出力）

ＳＬ００６２５０８－４／１２ 2009.03.11



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＬＧＩ１６ 技術仕様

電源電圧

電源周波数
消 費 電 力
内蔵ヒューズ定格
外部ヒューズ定格
端子①電流容量
機器操作用
各端子電流容量
操作用スイッチおよ
び機器の接点容量

取付位置
最高周囲温度

輸送又は保管時における最低周囲温度
重 量 本 体

ベースプレート

シーケンス方式
シーケンスタイミング
フレームレスポンス

１００Ｖ（８５～１１０％）
２００Ｖ（８５～１２０％）いずれか指定
５０Ｈｚ（－６％）～６０Ｈｚ（＋６％）
３．５ＶＡ
６．３ Ａ（ｓｅｍｉ－ｔｉｍｅ－ｌａｇ） ＤＩＮ４１５７１
ＭＡＸ．１０Ａ（制御盤内取付用）
５Ａ（２０Ａ／１秒）
４Ａ（２０Ａ／１秒）
ただしトータルＭＡＸ．５Ａ
端子④－⑤問に接続される接点 １ Ａ
端子⑯－⑲間に接続される接点 ５ Ａ

（２０Ａ／１秒）
自由
電源電圧２００Ｖ時 －２０～＋６５℃
電源電圧２２０Ｖ時 －２０～＋６０℃
－５０℃

約 １０００ｇ
約 １６５ｇ
シンクロナスモータ・カムスイッチ方式
別表による
１秒以内

火炎検出器仕様

ＵＶ式火炎検出器くＱＲＡ５＊Ｃ．．．＞
ＵＶ管動作電圧 ２８０Ｖ±１０％ （ＡＣ２３０Ｖ使用時）
最少必要フレーム電流 約 ３０ μＡ
最大フレーム電流 約 ７０μＡ
最大ケーブル長さ 端子３，４，５シールド線使用時 １５ ｍ

端子３，４，５低容量単芯シールド線
（≦４５ｐＦ／ｍ；例 ＲＧ６２）使用時 ６０ｍ

本体保護構造 ＩＰ ５４
反応帯域 １９０ ～ ２７０ ｎｍ
ＵＶ管標準寿命 １０，０００時間 （５０℃）
交換用ＵＶ管 ４－５０２－４０６５－０

フレームロッド式火炎検出器
ロッド印加電圧 フレーム監視電圧 ２４５Ｖ±１０％
最少必要フレーム電流 約 １２ μＡ
最大フレーム電流 約 １００ μＡ
最大ケーブル長さ ＪＡＮ－ＲＧ－ＩＩ／Ｕ ６０ ｍ

技術仕様

バーナコントロールリレー

（詳細については個々の製品仕様書をご確認願います。）

ＬＧＩ１６ （工業用 ガス・油用セルフチェック機能付 ・中・大出力）

ＳＬ００６２５０８－５／１２ 2009.03.11



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

機種別タイミング

LGI16.053
○
○

tw 内部機器動作試験時間 ５．０
t3 プレ・イグニッション ２．５
tz イグニッション時間 ２．５
TSA 第一安全時間（パイロット着火時限） ５．０

t4
第一インターバル（端子⑰⑱の出力から端
子⑲の出力するまでの時間

７．５

t9
第二安全時問（メイン着火時限、ただし時限
パイロット方式の時）

２．５

t5
第ニインターバル（t９完了からシーケンス
モータ停止まで）

２．５

t20 燃焼停止から起動位置までの復帰時間 １５

型式
標準機種

火炎検出器　ＵＶ又はＲＯＤ（共用可能）

（単位秒：５０Ｈｚ基準時間、

６０Ｈｚで使用時は５／６倍になります）

シーケンスチャート

機種別タイミング・チャート

バーナコントロールリレー

ＬＧＩ１６ （工業用 ガス・油用セルフチェック機能付 ・中・大出力）

ＳＬ００６２５０８－６／１２ 2009.03.11



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

計装用記号凡例

Ａ 起動位置
Ａ－Ｂ 着火シーケンス
Ｂ－Ｃ 燃焼
Ｃ 燃焼停止（端子４－５開放）
Ｃ－Ｄ 起動位置復帰移行タイミング
Ｄ 再起動待機（Ａ）

ＡＬ 遠方ロックアウト警報信号装置
ＡＳ 内蔵ヒューズ
ＢＶ．．． 燃料遮断弁
ＥＫ ロックアウト・リセット釦
ＦＥ フレームロッド
ＦＥＺ フレームロッド兼用点火プラグ

ＧＰ ガス圧力スイッチ
Ｈ メインスイッチ
Ｊ 短絡線（ベース８－１１にて結線）

短絡あり ： ロックアウト
短絡なし ： 再起動（Repetition）

Ｍ ＱＲＡ５ シャッタ・モータ
ＱＲＡ ＵＶ火炎検出器
Ｒ 起動インターロック（圧力・温度）
ＳＢ 手動リセット・安全リミッタ
Ｗ 起動インターロック（温度・圧力）
Ｚ 点火用イグニッション
ＺＢＶ パイロット・バルブ

▼電源相の接続は必ずＬが高電位側、Ｎが接地側へ配線してください。
▼①への電流容量は連続で５Ａ、起動電流で２０Ａです。
▼遠方リセット・スイッチ（ＥＫ２）を端子①へ接続した場合は、非常停止とリセットが出来、
端子③に接続した場合にはリセットのみです。

▼リセットボタン、遠方リセットボタンは１０秒以上押さないようにして下さい。
内部のリセット用コイルが焼損します。
▼外部警報用端子③は電圧出力です。
▼起動用コントローラ（Ｒ）、ハイリミット・スイッチ（Ｗ）等は端子⑤に接続してください。
又、外部で自己保持回路を使用した低水位接点やガス圧スイッチ等は端子⑤に接続します。
▼③⑦⑯⑰⑱⑲の各端子の電流容量は４Ａです。ただし、合計で５Ａ、起動電流は２０Ａです。

▼イグニッショントランスは端子⑯に接続してください。
▼時限パイロット弁は端子⑰に接続してください。
▼重複パイロット弁は端子⑱に接続、又は⑰と⑱を短絡してください。
▼主弁は⑲に接続してください。
▼ＵＶ式火炎検出器を使用する時は端子２２は必ず接地して下さい。
▼UV式火炎検出器とフレームロッドを同時に使用することが出来るのは第二安全時間（ｔ９）内のみです。

端子別による計装ガイド

計装ガイド

バーナコントロールリレー

シーケンスチャート上のＡ～Ｄは次のそれぞれのシーケンス区間を示しています。（６ページ下部チャート参照）
［Ａ］ 起動スタンバイ位置
［Ａ－Ｂ］ 着火シーケンス
［Ｂ－Ｃ］ 連続燃焼（運転）
［Ｃ］ 燃焼停止
［Ｃ－Ｄ］ ポストパージ後スタンバイ位置へ

停止中は火炎検出回路試験の為、端子２２、２３、２４へも通電されています。（端子１に通電時）

運転シーケンス

ＬＧＩ１６ （工業用 ガス・油用セルフチェック機能付 ・中・大出力）

ＳＬ００６２５０８－７／１２ 2009.03.11



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

シーケンス・ガイド

バーナコントロールリレー

バーナ起動条件

●バーナコントローラがロック・アウト状態ではないこと
●ハイ・リミット＜Ｗ＞が閉であること
● プログラムインジケータがスタンバイ位置にあること
● その他のインターロック、火炎検出器が正常であること

ＬＧＩ１６の動作 （起動から燃焼・停止まで）

①起動用コントローラ＜Ｒ＞により端子④－⑤間が閉となる。
②起動待ち時間 （Waiting Time： Tw）
シーケンス用シンクロナス・モータが起動し、起動待ち時間が開始されます。
起動待ち時間は内部の動作回路試験を行う時間の為、外部への出力などはありません。
③イグニッション時間
起動待ち時間が終了すると直ちにプレ・イグニッション（ｔ３）が開始されます。

④第一安全時間 （ＴＳＡ）
プレ・イグニッション後にパイロット・バルブ又はダイレクト着火の第一弁が開きます。
イグニッション・ラップ時間（ｔｚ）後、ＴＳＡ時間内に火炎が保持されない場合、ＴＳＡ完了後にロックアウトと
なります。

⑤第二安全時間 （ｔ９）
パイロット・バルブが動作して、第一インターバル時間（ｔ４）後に主弁、又は第二弁が開きます。
第二安全時間が完了時に火炎が保持されていない時、第二安全時間完了後にロックアウトとなります。
又、パイロット・バルブは第二安全時間完了時に閉となります。

⑥第二インターバル時間 （ｔ５）
第二安全時間完了後に火炎の保持と安定化を確認するために第二インターバル時間があります。

⑦燃焼運転
第二インターバル時間完了後、コントローラのシーケンスは停止し、燃焼運転を監視します。

⑧燃焼停止
端子④－⑤のインターロックが開放されるとバルブは直ちに遮断され、燃焼は停止します。

⑨復帰時間 （ｔ２０）
インターロックによる正常な燃焼停止では運転位置から復帰時間（ｔ２０）後に起動位置まで戻り、
起動待機状態となります。

異常時の動作について

・起動時の火炎信号 （残火などによる）
⇒ 一定時間（約１０秒後）にロックアウト

・第一、第二安全時間の終了時の火炎未確認
⇒ 直ちにロックアウト

・燃焼運転中の途中断火
⇒ ベースプレート端子⑧－⑪の短絡線処理の有無により
短絡線あり → ロックアウト
短絡線なし → 自動再起動 （Repetition）

◎ロックアウトが発生すると遮断弁への通電が１秒以内に停止し、コントローラはその位置で停止します。
ロックアウトリレーは自己保持型のためコントローラへの通電を停止しても、その状態を保持します。
リセットはロックアウトリセットボタンＥＫ１，ＥＫ２を押す必要があります。
リセット解除には大電流が流れるため、リセットボタンを１０秒以上押し続けるとコイルが焼損します。
外部リモートでリセットする場合、リセット回路のタイマー処理が必要です。

◎自動再起動（Repetition）の場合には遮断弁への通電が１秒以内に停止し、燃焼は停止しますが、
ロックアウトとならず、起動位置まで戻り、自動的に再起動します。
但し､着火シーケンス中の異常やＵＶ管の自己放電についてはロックアウトし､再起動しません。

ＬＧＩ１６ （工業用 ガス・油用セルフチェック機能付 ・中・大出力）

ＳＬ００６２５０８－８／１２ 2009.03.11



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

内部回路

Ｌ１ ロックアウト警報ランプ
Ｍ ＱＲＡ５ シャッタ駆動モータ
ＮＴＣ ＮＴＣサーミスタ
ＱＲＡ５ 自己点検付ＵＶ式火炎検出器
Ｒ 起動インターロック（温度・圧力等）
ＳＢ 手動リセット・リミットスイッチ
ＳＭ コントローラ駆動用モータ
ＵＶ 紫外線
Ｖ フレームアンプ
Ｗ 起動インターロック（温度・圧力等）
Ｚ イグニッション・トランス
ＺＩ イグニッショントランス（ロッド兼用）
ＺＢＶ パイロット・バルブ

バーナコントロールリレー

ＬＧＩ １６内部回路図

ＡＬ ロックアウト警報
ＡＲ 起動リレー
ＡＳ 内臓ヒューズ
ＢＲ ロックアウトリレー（接点ｂｒ）
ＢＶ 燃料弁
ＥＫ ロックアウト・リセット釦
ＦＥ フレーム・ロッド
ＦＥＺ フレームロッド兼用点火プラグ
ＦＲ フレームリレー（接点ｆｒ）
ＧＰ ガス圧低スイッチ
Ｈ 主電源スイッチ
Ｊ 短絡線 （端子⑧－⑪）

短絡線あり ： ロックアウト
短絡線なし ： 再起動（Repetition）

ＢＶ１／２● ダイレクト着火方式
ＺＢＶ１／ＢＶ１●● パイロット着火方式

１）１０秒以上通電させないこと
２）ＱＲＡ５を使用時には端子２２を接地する事
３）通常のイグニッション・トランス使用時
４）フレーム・ロッド兼用式使用時

ＬＧＩ１６ （工業用 ガス・油用セルフチェック機能付 ・中・大出力）

ＳＬ００６２５０８－９／１２ 2009.03.11



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

外形寸法図

ベースプレート取り付け穴寸法

ＬＧＩ外形寸法

バーナコントロールリレー

ＬＧＩ１６ （工業用 ガス・油用セルフチェック機能付 ・中・大出力）

ＳＬ００６２５０８－１０／１２ 2009.03.11



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＱＲＡ５外形寸法図

ＱＲＡ５外形寸法

バーナコントロールリレー

ＵＶ受光角度

受光筒クランプ

ＱＲＡ５組付け図

Ａ：受光筒クランプ
Ｂ：ＱＲＡ５
Ｃ：電源ケーブル
ＡＧＭ１９

ＡＧＧ１６

ＱＲＡ５

ＡＧＧ／ＱＲＡ５組付け図

1 2
0

ＬＧＩ１６ （工業用 ガス・油用セルフチェック機能付 ・中・大出力）

ＳＬ００６２５０８－１１／１２ 2009.03.11



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

バーナコントローラＬＦ．．，ＬＡ．．，火炎検出器 ＱＲ．．取り扱い注意事項

取扱注意事項

バーナコントロールリレー

１．内部の回路又は機構部には手をふれないでください。
本品は燃焼安全装置です。内部を絶対に分解しないで下さい。
電気配線作業やその他の作業でガス用の装置に本機器を使用している場合で，に実際にガスを必要としない
作業をするときは、必ずガスの元コックを閉じてから作業を行って下さい。

２．バーナ運転前には必ず以下の点を確認してください。
・電源の相が正しくコントローラに結線されている事。
・フレーム検出器とコントローラとのプラス・マイナス，接地線が正しく結線されている事。
・制御盤内の配線が正しく結線されている事。
・各インターロックが正常に動作している事。

３．バーナ・コントローラ内に使用されているリレーはすべて相互に自己点検する様に配置されています。
計装に際しては以下の点に注意してください。
・パイロット弁、主弁等の燃料弁は直接バーナ・コントローラの端子に接続する事。
補助リレーを使用して直接電源からバイパスするような使用は絶対に行わない事。
・使用するパイロット弁、主弁，燃料弁の電気的定格がバーナ・コントローラの接点定格内である事。
・制御に使用する補助リレーは信頼性が高い製品を使用する事。
・電気配線に使用する線材は，外的要因により，絶縁が破損破壊されるおそれのないものを使用する事。

４．ガス・バーナ点検時には必ず元コックをしめる事。

５．給電方式によっては，接地電流によりバーナ・コントローラの出力の有無を問わず燃料弁が動作する事が
ありますから特に注意し、必要に応じて対策を実施してください。

６．ロック・アウト状態になりますと、コントローラ前面にある警告灯が点灯します。ロック・アウトを解除する
リセット・ボタンを押す前に必ずロック・アウトの原因を確認し、修正後にリセットをしてください。

７．燃焼装置を２４時間以上連続する場合は必ず２４時間に一回は必ず停止－起動操作をしてください。
不可能な場合は、ＵＶシンクロ自己点検式コントローラを使用することを推奨します。

８．火炎検出器及び燃焼安全装置が正しく火炎の断火を監視している事を確認する為に，定期的に火炎検出器
への光線を遮断して断火試験を実施願います。

９．火炎検出器は消耗品です。使用している周囲温度やフレーム電流によりその寿命が左右されます。
火炎検出器の予備品を常時保管願います。

１０．火炎検出器を当社以外の燃焼安全装置に装備する事は出来ません。当社より，火炎検出器をＯＥ Ｍ供給
している場合で、当社以外の燃焼安全装置に装備する場合は火炎検出器に対する保護回路や感度切り替
え回路が必要です。

１１．本取り扱い注意事項を必要に応じて抜粋し，燃焼装置の見やすい位置に表示願います。

ＬＧＩ１６ （工業用 ガス・油用セルフチェック機能付 ・中・大出力）

ＳＬ００６２５０８－１２／１２ 2009.03.11


